
国民生活事業

★国の教育ローンのご案内★
（融資限度額）　お子さま１人につき３５０万円以内
　　　　　　　※海外留学（一定の要件があります）は４５０万円以内
（ご返済期間）　１５年以内（交通遺児家庭、母子家庭または
　　　　　　　世帯年収（所得）200万円（122万円）以内の方は１８年以内）
（金　　   利）　年1.90％（28.5.10現在）（固定金利）
　　　　　　　※母子家庭または世帯年収（所得）200万円（122万円）以内の方は年１．65％
（お使いみち）　 ・学校納付金（入学金、授業料、施設設備費など）（大学、短大、専修学校、高校などが対象）
　　　　　　　・受験にかかった費用（受験料、受験時の交通費・宿泊費など）
　　　　　　　・住居にかかる費用（アパート・マンションの敷金・家賃など）
　　　　　　　・教科書代、教材費、パソコン購入費、通学費用、留学費用、学生の国民年金保険料など
　　　　　　　※今後１年間に必要となる費用がご融資の対象となります。

【お問い合わせ先】 （その他、事業資金の取扱いも行っております。）
事業資金のお問い合わせ先
三条支店　国民生活事業
〒９５５―００９２　三条市須頃１－２０
三条商工会議所会館２階
ＴＥＬ　０２５６－３４―７５１１
受付時間　平日９時～１７時

国の教育ローン
教育ローンコールセンター
ＴＥＬ　０５７０－００８６５６
受付時間　平　日９時～２１時
　　　　　土曜日９時～１７時

日本政策金融公庫からのお知らせ
日本政策金融公庫は、みなさまの身近な政策金融機関です。

臨時議員総会
会頭に田野隆夫氏〈エコー金属㈱〉再任
副会頭に中野信男氏〈㈱中野科学〉再任
細川哲夫氏〈㈱ダイワメカニック〉再任
藤田　進氏〈藤次郎㈱〉新任
専務理事に大澤則夫氏〈燕商工会議所〉再任

　燕商工会議所では10月31日に
役員議員の任期満了を迎えることか
ら、議員の選挙、選任の手続きを進
め、3号議員13名、2号議員31名、
1号議員56名、合計100名の議員
が決定した事を報告しました。

　燕商工会議所では10月25日燕三条ワシントンホテルで臨時議員
総会を開き、正副会頭、常議員、監事を選任しました。
　日本商工会議所より永年勤続20年議員5名、退任議員1名が表彰さ
れ、また永きにわたり燕商工会議所議員として地域振興に貢献された
3名に田野会頭より感謝状が贈呈されました。

（出席議員40　委任状43　監事1）
　本総会は役員の選任を行いまし
た。会頭には、エコー金属㈱田野隆
夫代表取締役を、副会頭には㈱中野
科学中野信男代表取締役、㈱ダイワ
メカニック細川哲夫代表取締役、新
たに藤次郎㈱藤田進代表取締役を選

任しました。また専務理事には大澤
則夫を選任しました。
　田野会頭は就任の挨拶で「9月7
日、当商工会議所の本年度最大事業
の一つである『創立70周年記念式
典』を開催し、多くの議員・来賓の
皆様よりご出席いただき大成功に終
えることができました。合わせて
70周年記念誌を発刊し、ご列席の
皆様に配布いたしました。掲載企業
の選別については、議員の皆様より
20年間に燕地域に貢献した企業の
ご推薦をいただき、得票の多かった
24社に対して明治大学の森下教授
および門下生が取材を実施し完成に
至りました。
　続いて10月2、3日に国内外のバ
イヤーを招き『燕三条トレードショ
ウ』を開催しました。過去3年間は
出展者より資金を集めましたが、今
年度は中小企業庁より補助金をいた
だき開催しました。JETROの協力
により海外より約40名のバイヤー
をお呼びし来場者数は約4,300名
となり、出展者にとって大変有意義
なものとなりました。
　引き続いて『工場の祭典』が開催
されました。賛同者の増加に伴い工
場の開放が広域にわたり、来場者は
5万人となりました。10月の催事
により燕三条地域の産業観光が成功
した全国でも珍しい事例になったと
思います。また、県内で注目を浴び
たこれらの事業は地域経済の活性化
に大いに寄与したと思います。
　三期目となる会頭職を務めさせて
いただくに当たり、商工会議所の創

始者である渋沢栄一氏の「公益と利
益の両立」の理念に従い、会員事業
所の皆様および地域経済の発展のた
めに努力してまいりたいと思いま
す」と述べました。
　この他常議員33名、監事3名を
選任し新体制が決定しました。

　今回永年勤続20年表彰、退任表
彰を授与された方々、および感謝状
を贈呈された方々は以下の通りで
す。（順不同・敬称略）

永年勤続20年表彰
　エコー金属㈱　代表取締役

田野　隆夫
　スワロー工業㈱　代表取締役会長

　原田新三郎
　久保田伸銅所㈱　代表取締役

久保田元雄
　㈱新越ワークス　代表取締役　　

　山後　春信
　㈱早川器物　代表取締役

早川　　進

退任表彰
　㈱荒澤製作所　代表取締役

荒澤　康夫

感謝状贈呈
　吉田織物㈱　代表取締役

齋藤　謙一
　㈱とみけい　代表取締役

富所　　寧
　㈱ほしゆう　代表取締役

星野　光治

会　頭
田野　隆夫
エコー金属㈱

代表取締役

副会頭
中野　信男
㈱中野科学
代表取締役

副会頭
細川　哲夫

㈱ダイワメカニック
代表取締役

副会頭（新任）
藤田　　進

藤次郎㈱
代表取締役

専務理事
大澤　則夫
燕商工会議所

専務理事

新役員紹介
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M＆A事業承継
支援事業

■第三者に事業を譲りたい
　と考えている方
■廃番になると困る商品を
　製造している方
■地場産業に不可欠な技術や
　設備を有している方

経営支援課（63-4116）
までご連絡ください
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メイド・イン・ツバメ商品さらに追加！
　燕商工会議所メイド・イン・ツバメ認定委員会では、会員の皆様から
申請された商品を審査し、「メイド・イン・ツバメ」として認定しています。
商品は随時募集しております。輸入品との差別化やブランド力のアップ、
燕製品のPR等にお役立て下さい。
（2019/10/23認定）

　認定は月１回、委員会を開催して行っております。次回は11月25
日（月）です。認定ご希望の場合、2営業日前（11月22日（金））
までに申請をお願いします。詳しくはお問合せください。
【お問合せ先】燕商工会議所経営支援課　0256-63-4116

商　　品　　名 企業名 認証日

ブラックシェラカップ　330ml　目盛付 ㈲片力商事 2019/
10/23ツボエの極上おろし金　箱―hako― ㈱ツボエ

富士山二重タンブラー ㈲竹井器物製作所 2019/
7/31

関満博 出版記念講演会
～燕の「これまでと現在」、そして「未来」～

11月22日㈮ 午後5時30分～午後8時45分
萬会館 ※会場の駐車場に限りがあります。

　（会場50台程度､その他)

定員　150名（定員に達し次第〆切）

※講演会のみの参加は可能、交流会のみの参加は不可です。

　一橋大学名誉教授 関 満博 氏が、燕市内100社以上の事業所を訪
れ書き上げた『メイド・イン・ツバメ  金属製品の中小企業集積で世界に
羽ばたく新潟県燕市』の出版を記念して特別講演会を開催します。

第一部  講演会

一橋大学名誉教授

関  満博 氏
せき みつひろ

事前
申込

会場

無料

日時

お問い合わせ　燕市役所 商工振興課 新産業推進係  TEL 0256-77-8232
　　　　　　　E-mail shoko@city.tsubame.lg.jp

午後5時30分～午後6時40分

定員　50名（定員に達し次第〆切）
会費　5,000円

第二部  講演会 午後7時～午後8時45分

主催　燕市、燕商工会議所
共催　吉田商工会、分水商工会、日本金属洋食器工業組合、日本金属ハウスウェア
　　　工業組合、協同組合つばめ物流センター

当日販売有り！
限定50冊

富士山二重タンブラー

海外経済事情視察研修
マレーシア、シンガポール

東京つばめ交流会

働き方改革推進
支援セミナー

　９月12日～ 17日、燕商工会議所
は、田野隆夫会頭を団長とした海外
経済視察を実施しました。
　 今 年 の 視 察 先 は、 昨 年 ま で
JETRO新潟の所長を務めていた小
野澤所長の赴任先マレーシアと隣国
シンガポールで15名が参加しました。
　インドネシアでは大規模な野焼き
や森林火災によって発生する「煙害」
が深刻で、滞在中はずっとぼんやり
した曇りの日の様でした。
　翌13日、JETROクアラルンプー
ル事務所を訪問し、小野澤所長か
らマレーシアの政治経済と日本食市
場についてブリーフィングを受けま
した。
　小野澤所長は「マレーシアは国民
の７割がマレー系でイスラム教徒、
２割が中華系、７％がインド系で、
休みも多く宗教の違いから年３回正
月がある。マレーシアの人達はかな
りのんびりしており、人種、宗教に
よる考え方などこれほど多様な国は
無いだろう」と話しました。
　「平均年齢は28歳と若く、経済活
動はマレー半島に集中している。国
が進めるルックイースト政策によ
り日本への期待が高まっている。
VISA無しで日本への渡航が可能に
なり、訪日者数が大幅に増えている。
日本食の情報量が急増し日本食品へ
の興味関心がさらに広がっている。
マレーシアで成功すればどこでも受

　燕商工会議所首都圏等人材特別委
員会（細川哲夫委員長）は、第９回
東京つばめ交流会を10月３日、ピア
ザデッレグラッツェを会場に開催し
ました。
　毎年、首都圏等で活躍する燕市出身
の方や燕市を応援する方を募り、情報
交換等によりネットワーク構築に繋
げることを目的に開催しています。
　地元「燕市」での開催は昨年に引
き続き二年目で、当日は「工場の
祭典」と「燕三条トレードショウ

　燕商工会議所労働委員会（原田新
三郎委員長）では、10月29日、当商
工会議所にて「人材確保！離職率改
善！適切な対応で組織が変わる‼」
をテーマに新潟働き方改革推進支援
センター登録アドバイザー髙野裕久
社会保険労務士を講師に労務セミ

け入れられると言われている。」と
話しました。
　16日には、JETROシンガポール
事務所を訪問し、現地事情について
具体的にブリーフィングを受け、午
後からショッピングモールなどの市
場調査を行いました。
　17日朝帰路に就き、成田空港に17
日夜、無事到着しました。

2019」に合わせ、昼の見学コースを
設けて首都圏の方々を招待しまし
た。
　また、関東経済産業局産業部山口
部長をはじめ、首都圏側27名、燕側
から33名が出席しました。
　交流会では、デザインコンクール
受賞製品や技術等を紹介し、燕市を
PR。また、燕市に縁の深い方々と
の会話も弾み、終始和やかな雰囲気
の中で交流を深め、盛会のうちに終
了しました。

ナーを開催しました。
　①時間外労働の上限規制②年５日
の年次有給休暇の確実な取得③同一
労働同一賃金のポイントを企業の取
組み事例と取組むメリットを分かり
易く説明され、セミナー終了後には、
個別に相談時間を設けました。

ブラックシェラカップ　
330ml　目盛付

－社員の健康が企業を活性化－
経営者のための健康経営セミナー

11月25日㈪  午前10時～午前11時50分
燕商工会議所 ３階ホール 参加費

無料

開催日時

開催場所

少子高齢化を勝ち抜く
“健康経営セミナー”
◆健康経営とは
◆健康経営のすすめ方

講　演

定　　員 30名（定員になり次第、締め切らせていただきます）

講　　師 ㈲ピージェイハーベスト　代表取締役
社会保険労務士・CFP　  沖倉　功能 氏

アクサ生命保険株式会社　燕営業所
燕市東太田6856　燕商工会議所会館2階
TEL：0256-63-4969　FAX：0256-66-4013

共　　催 燕商工会議所
燕市東太田6856
TEL：0256-63-4116　FAX：0256-63-8705

ツボエの極上おろし金　
箱―hako―
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■第三者に事業を譲りたい
　と考えている方
■廃番になると困る商品を
　製造している方
■地場産業に不可欠な技術や
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経営支援課（63-4116）
までご連絡ください
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日時 12月7日㈯ 午後1時～午後3時
場所 燕市役所

燕市役所　地域振興課　交流推進係　TEL 0256-77-8364問い合わせ

参加費
無料

■対象　県外から燕市に移住した人　■定員　30人
■申込締切　12月5日（木）午後5時まで ※定員となり次第申込みを締め切ります。
■申込方法　ホームページ、電話、QRコード読み取りのいずれかで申込み
　　H P：http://www.city.tsubame.niigata.jp/about/10007312009.html
　　TEL：0256-77-8364
　　QRコード：

雪道での運転やタイヤ交換など、新潟の冬に備えるための講習会を開催します。

●パソコン・
　スマートフォン用 ●携帯電話用

　深圳の“モノづくり”の概念と日本の
“モノづくり”の概念は大きく違う。日
本は長い間「原材料を購入しそれを
“加工する”ことで、付加価値を高め販
売することが“モノづくり”の基本であ
る」と考えて来た。従って、優れた“モ
ノづくり企業”とは「他の企業が出来
ない技術・技能があれば“高い付加価
値”を得ることが出来、企業の成長が
安定的に約束出来る企業」であると定
義することが出来た。しかし、深圳地
域の“モノづくり企業”はそれとは全く
違ったものがそこには存在した。“モ
ノづくり”の基本概念自体が違うので
ある。例えば、深圳には世界的に有名
な大手コンピュータゲームメーカがあ
る。筆者の様な古い感覚を持った人間
は、ゲームメーカは「如何に利用者に
使い易いゲーム機本体を作り出すか」
がゲームを普及する為には最も大切で
あると考えるが、深圳のゲームメーカ
は、ゲーム機本体製造には全く興味が
無く「優れた“ゲームソフト”を作り出
し、それを普及させることにより如何
に一般ゲームユーザから利益を得る
か」が最も大切であると考えている。
その為、深圳の“ゲームメーカ”は本体
を自ら作ることはしない。誰がゲーム
機本体を製造販売しようとそれには全
く興味が無いのである。むしろ既存の
ゲーム機やスマートフォンを利用して
ゲームが出来ることの方が、ユーザー
層が広がり自社の繁栄に繋がると考え
ている。このことは決して“ゲームメー
カ”だけの話ではない。深圳には、世
界最大のドローンメーカもある。彼等
の考え方も又“ゲームメーカ”の考え方
と同じである。ドローンメーカの技術
開発の主体はドローンを安定的に静止

させる“静止制御”や多数のドローンを
同時に制御するソフト開発は勿論のこ
と、最も重要視しているのは「ドロー
ンに搭載されたカメラ等の様々なセ
ンサーから得た情報を如何に分析し利
用するか？」のソフト開発である。こ
のメーカも又“ゲームメーカ”と同様に
「どのようなドローン本体機構が必要
か？」の企画・デザインはするが、そ
の製造についてはあまり興味が無い。
本体製造は主として賃金の安い地域の
“下請け企業”が担当している。当然な
がら搭載するカメラ等の機器について
も自ら進んで開発することはしない。
「安くて性能が良く、自社のドローン
の目的に合致した機能をもつもの」で
あれば機器メーカは何処でも良く、例
えば日本の小型カメラが優れていれば
躊躇無くそれを採用する。ここでも
“モノづくり”メーカが重要視している
のは「ハードを作ること」ではない。
従って深圳の“モノづくり”の日本との
大きな違いは「“モノづくり”とは市場
の要求するハードを作って付加価値を
得る」のではなく「顧客市場を新たに
獲得出来るソフトを、独自の判断で作
成し付加価値を生み出す」ことの違い
である。言い換えれば、深圳では日本
の様に「顧客市場から注文を受けて製
造する」のではなく「注文が無いまま
自らのリスクで製造する」ことにな
る。その結果、日本の“モノづくり企業”
は「確実性は高いが利益性が低い経営」
となるが、深圳の“モノづくり企業”で
は「若し開発されたソフトが市場に受
け入れられるものであれば“一攫千金”
の利益を売ることが出来るリスク性も
ある経営」である。何故この様なこと
が出来るかの理由は幾つかある。その
一つは深圳の企業経営者は比較的若い
経営者が多く、斬新的で且つ革新的な
技術開発にチャレンジする気運を持っ
ている。日本の様な“守り”の経営では
無い。この深圳の“モノづくり”が今後
の正しい道かどうか？については議論
の余地があるが、深圳には今まで日本
では考えもしなかった“モノづくり”の
世界が広がっていた。

中国・香港地域への調査ミッション報告
燕三条海外展開戦略会議　座長

日本工業大学　客員教授　横田悦二郎
（第四回）深圳の”モノづくり”とはその②

　工業部会（長谷川克紀部会長）で
は、10月16日、燕三条ものづくりメッ
セに出展する台湾企業・団体と燕企
業との交流会を開催しました。
　工業部会では昨年に続き今年７月
に台湾の企業を訪問しており、今回
は台湾企業・団体の出展に合わせて
燕三条ものづくりメッセの前日に交
流会を開催しました。

　燕市産業振興部　小澤元樹部長の
挨拶の後に、当所の中野副会頭の乾
杯で交流会が始まりました。工業部
会の他に、燕市医療機器研究会と燕
三条地場産業振興センター燕三条ブ
ランド推進部の永松部長と担当者か
らも参加をいただき相互の交流と共
にビジネスについても有意義な交流
会となりました。

工業部会
台湾企業・
団体と
燕企業との
交流会

磨き屋シンジケート
金属バフ研磨
社内検定

運輸・情報通信業部会
いまさら聞けない、
初めての海外ビジネス

　研磨業者の共同受注グループ「磨
き屋シンジケート（平浩昭チェアマ
ン）」では、10月20日に、新潟会場（磨
き屋一番館）、静岡会場（明和工業㈱）
の２会場にて、第２回磨き屋シンジ
ケート金属バフ研磨社内検定を実施
しました。
　本年度受験者は14名で、燕市だけ
でなく市外、県外からも受験希望者
があり、昨年に引き続き、多くの受

　燕商工会議所運輸・情報通信業部
会（山田貢市部会長）では、10月23
日燕商工会議所を会場に、AIBA（一
般社団法人貿易アドバイザー協会）
認定貿易アドバイザーの田辺良則氏
を講師に「いまさら聞けない、初め
ての海外ビジネス」と題して、セミ
ナーを開催しました。
　本格的な人口減少時代に突入する
中、国外を含めた新たな販路拡大や
事業展開を進める企業が年々増加し
ています。そこで今回、地域産業と

第２回の合格者は以下の通りです。 １級合格 ８名　２級合格 １名

験申し込みがありました。
　試験は１級、２級それぞれに、実
技試験、学科試験が行われ、受験者
は終始真剣に試験課題へ取り組んで
いました。
　次回開催予定は2020年10月を予定
しております。
　社内検定にご興味がございました
ら磨き屋シンジケート事務局までお
問合せください。（TEL 0256-63-4116）

して海外市場に取組むことの意義と
その必要性についてや実際に海外展
開を行った場合の留意点や注意点な
どについて事例を挙げ、効果的な契
約書とその作成ポイントや安心安全
な代金決済方法、効率的商品の輸送
方法などについて説明がありまし
た。
　運輸・情報通信業部会では、引き
続き会員の皆様に有益な情報提供を
行い、少しでも役に立てればと思っ
ております。

　燕市では事業所を対象に、資源である「アルミ缶」と「スチール缶」を寄附していただ
き、その売却益で市内の保育園等に絵本を贈呈する「カンカンBOOK」事業を行って
います。現在、新規事業所を募集中です。ぜひご協力をお願いします。

燕市からのお知らせ

資源ごみを絵本に
燕市資源ゴミ回収・子育て支援連携事業燕市資源ゴミ回収・子育て支援連携事業

問い合わせ

寄
附
要
項

市役所生活環境課　環境政策係（2階14番窓口）
TEL 0256-77-8167（直通）

回収場所

回収品目

燕市役所　西側車庫前

飲料用のアルミ缶及びスチール缶
※衛生管理上、中身を抜いてください。
（缶詰の缶、菓子缶、スプレー缶、金属製キャップなどは対象外です。）

登録方法 寄附には事業所登録が必要です。
燕市役所生活環境課までお問い合わせください。

対 象 者 燕市内に事業所を有する法人又は団体及び住所を有する個人事業主



令和元年11月15日発行

★
次
号
は
12
月
16
日
（
月
）
折
込
み
で
す
。
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最高500万円、返済期間７年以内

カンタン手続き、スピード審査、担保や第三者保証人は
不要です！

時間外は本店ローン相談日をご利用いただけます。
毎 週 水 曜 日　17：30～20：00
第１・第３土曜日　  9：00～17：00

あらゆる事業資金をバックアップします

会議所の動き （11月中旬〜12月）

青年部だより
会員数111名（11月1日現在）

11月	 19日㈫	 県央食品衛生協会燕支部　年末一斉巡回指導
	 	 第3回首都圏等人材交流特別委員会
	 21日㈭	 法律相談会
	 24日㈰	 福祉住環境コーディネーター検定試験
	 25日㈪	 メイドイン・ツバメ認定委員会
	 	 知的産業財産権相談会
	 28日㈭	 働き方改革無料窓口相談会
12月	 5日㈭	 サイバーセキュリティ対策セミナー
	 10日㈫	 工業部会　正副部会長会議
	 12日㈭	 法律相談会

10月事業　福島第一原子力
発電所を視察しました

　燕商工会議所青年部（中山聡会長）は10月５
日～６日、10月事業を開催し、福島第一原子力
発電所を視察しました。事故から８年が経過し
ましたが、廃炉に向けて着実に前進しているこ
とを参加者一同感じることができました。参加
者からは「正しい知識で根拠のない風評を取り
払い、福島の現状を広める必要性を強く感じた」
といった感想がありました。また、いわき商工
会議所青年部の方々とも交流会を実施し、親睦
を深めました。

　燕商工会議所青年部は、若手経営者として
の資質向上を目指し、様々な企画・セミナー・
視察等の企画運営を通じて、自己研鑽に努め
ています。若手経営者としての悩みや相談を
共有できる仲間作りの場として、仕事の情報
やつながりを得る場として活用されていま
す。
　満20歳～ 45歳の商工業等に従事する若手
経営者ならびに後継者であれば入会が可能で
す！詳細は事務局（TEL：63-4116）までお
気軽にお問合せください！

青年部は会員を
募集しています！

〒959-1289 燕市東太田6856 
TEL 0256-63-4116  FXA0256-63-8705

燕商工会議所
建設業部会

　毎年恒例となった燕市国際交流協会の集い「クリスマスパーティー」を開催いたしま
す。　ゲストスピーカーと共に国際交流と音楽に囲まれたクリスマスのひとときをご一
緒に過ごしませんか？　ディナーを楽しみながら素敵な聖夜を演出します。
　会員の皆様のご参加を心よりお待ちしております。

■定　員　80名　※定員になり次第締め切ります。
■参加費　4,000円　（当日、会場にてお支払いをお願いいたします）
　※当日キャンセルの場合は、大変恐れ入りますが参加費のご負担をお願い致します
■申込方法　申込書に必要事項をご記入の上11月29日（金）までにFAXで
　　　　　　お申込みください。
■問合せ　燕商工会議所内　燕市国際交流協会　担当（佐藤／山﨑）　
　　　　　TEL：0256-63-4116　FAX：0256-63-8705

12月19日（木）午後6時～午後8時（※受付 午後5時30分～）日時

燕三条ワシントンホテル　３階会場

アトラクション ◇日本語講座受講生によるスピーチ
◇音楽ステージ♪

～燕市国際交流協会の集い～

社会保険労務士
まつかわ事務所

平成から令和へのたすき
～燕商工会議所70周年記念誌～

　このほど当所の70周年記念誌が完成いたしました。
　この70周年記念誌は会員事業所と関係団体に無償で配布させ
ていただきます。欲しい方は当所まで取りに来てくださいますよう
お願い申し上げます。数に限りがございますのでご了承ください。

お問合せ●燕商工会議所　電話63-4116

＜相続法の改正④＞
１　前回は、民法の「相続分野」に

関する改正のうち、遺言制度に関
する改正内容（自筆証書遺言）に
ついてお話をしました。

　　今回は、同じく「相続分野」に
関する改正のうち、相続人以外の
者の貢献を考慮するための新制度
について、お話したいと思います。

２　特別の寄与の制度
　　今回の改正がなされる以前も、

被相続人の財産の増加や維持に寄
与した「相続人」は、その寄与し
た程度に応じて、他の相続人より
も多くの財産を相続できる制度が
ありました（寄与分制度）。

　　しかし、相続人ではない親族、
たとえば、被相続人の子の配偶者
などは、どんなに一生懸命被相続
人の介護や看病をしてきたとして
も、「相続人」ではないため、寄与
分制度の対象外であり、遺産の分
配にあずかることはできませんで
した。

　　このような不公平を解消するた
め、今回の改正により、相続人で
はない親族も、無償で被相続人の
介護や看病に貢献し、被相続人の

財産の維持または増加について特
別の寄与をした場合には、相続人
に対して、金銭の請求をすること
ができるようになりました（特別
の寄与の制度の創設。民法1050条）。

　　具体的には、義父（被相続人）
の介護に無償で貢献した長男（す
でに死亡）の妻（特別寄与者）は、
義父の遺産を相続した義母、義弟
や義妹などに対し、金銭（特別寄
与料）の請求をすることが可能に
なりました。

　　今回の改正により、被相続人の
介護等を全く行っていなかった相
続人が遺産のすべてを取得する一
方で、被相続人の介護等に多大な
貢献をしてきた相続人ではない親
族が何も遺産の分配を受けられな
い、といった事態を避けることが
可能となり、実質的な公平が確保
されることになりました。

　　なお、「特別の寄与の制度」の対
象となりうる親族は、６親等内の
血族と３親等内の姻族になります。

　　　　　平山勝也法律事務所
　　　　　　　弁護士　平山　勝也

次回は「人を大切にする経営を目指して」を掲載いたします。

　このコーナーはみなさまの生活に
関係する法律問題について、平山勝
也法律事務所のご協力により隔月で
連載しています。No.39 から全５回
にわたり、「相続の分野」に関する民
法の改正についてお話をしていただ
きます。

日　　時 令和２年１月６日（月） 午後6時～午後8時（予定）
※午後5時3０分より受付開始

会　　場 ㈱萬会館燕店（燕市白山町３　TEL0256-64-4371）
※駐車場満車の場合は燕商工会議所駐車場をご利用下さい

会　　費 １人 4,000円

 ・燕商工会議所　 （TEL 0256-63-4116 ／ FAX 0256-63-8705）
 ・燕市商工振興課 （TEL 0256-77-8231 ／ FAX 0256-77-8306）

主　　催 燕市・燕商工会議所・吉田商工会・分水商工会

そ の 他 ご出席の方は、会費を添えて、12月20日（金）までに
燕商工会議所または燕市商工振興課へお申し込み下さい。

　深秋の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
　新年のご挨拶を行っていただくため、燕市及び商工３団体による燕
市新春賀詞交換会を下記日程にて開催いたしますので、多数のご出席
を賜りますようご案内申し上げます。

燕市新春賀詞交換会開催のご案内


